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Ⅰ．問 題
個人が問題を抱え，それを自身の力では解
決できない場合に，必要に応じて他者に援助
を求めることは，重要な対処方略の１つであ
る（永井，２０１３）。援助要請行動は，「個人が
問題を抱え，その問題が他者の時間，努力，
ある種の資源の投入により解決するようなも
のであるとき，その個人が他者に直接的な方
法で援助を求める行動」と定義される（De-
Paulo，１９８３）。
援助要請は様々な要因によって規定される
（cf．水野・石隈，１９９９；橋本，２０１２；竹ヶ
原，２０１４）。例えば要請相手の種類に注目し
た研究として，與久田・太田・高木（２０１１）
は，女子大学生が誰（対象）に，どのくらい
（頻度），どのような内容（領域）について
援助要請しているのかを尋ねた。その結果，
授業・学業や対人関係，進学・就職・将来の
ことなどは友人に相談する頻度が多く，次い
で家族への相談が多いことが分かった。永井
（２０１２）は，中学生の援助要請の特徴として，
心理・社会的問題の悩みについて友人への援
助要請意図が高いことを確認している。また
規定因として，援助要請を取り巻く状況の要
因が挙げられる。後藤・平石（２０１３）は，中
学生を対象に学級友人への悩みの相談を行う
かどうかに及ぼす学級の援助要請規範の影響
を検討した。同じ学級の人達が援助要請に対
して持つ肯定的な態度（の推測）が，個人の
援助要請態度を肯定的にして，援助要請（相
談する）が高まることを見いだしている。ま
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This study examined the effects of shyness on helpseeking
styles and forms of social support received. A total of 151 univer-
sity students were asked about (a) three styles of helpseeking be-
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results were then discussed in the context of negative aspects of
shyness with specific consideration for sex differences.
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た橋本（２０１５）は互恵性規範の存在の影響に
ついて検討している。職場集団において互恵
性規範が強い（返報は必要であり不要でない）
場合に，自身の職場での貢献感と援助要請と
の関連が顕著に見られた。さらに規定因とし
て個人特性も無視できないだろう。個人特性
の要因として例 え ば，性 別（山 口・西
川，１９９１），自尊心（脇本，２００８），愛着（永
井，２０１７），賞賛獲得欲求・拒否回避欲求
（原田・出雲，２００８），ソーシャルスキル
（渡部・永井・桑原，２０１４）など多岐にわた
り検討が行われている。
本研究では規定因として個人特性であるシャ
イネスを取り上げる。シャイネスは「他者か
ら評価されたり，評価されると予測したりす
ることから生じる対人不安と行動の抑制とい
う特徴を持つ感情―行動症候群」である
（Leary，１９８６）。シャイネスの高い者は，
口数が少なく自己開示に乏しい，声が小さく
口ごもる，視線を合わせないなど回避的な行
動や過剰に微笑んだり他者へ同意したりなど
防衛的な行動をとりやすい特徴がある（Nelson
Jones，１９９０）。シャイネスの高い者は，他者
との関わりで回避的であり，援助要請にも消
極的であると考えられる。シャイネスが援助
要請に及ぼす影響について検討した研究はい
くつか行われている。Phillips ＆ Bruch
（１９８８）は調査研究で，シャイな大学生は，
職業に関連した情報を探す（情報を得るため
に他者に助けを求める）ことが少ないことを
見いだした。また，DePaulo，Dull，Green-
berg，＆ Swaim（１９８９）は実験室実験にて，
参加者が同室のサクラに援助要請しなければ
クリアできない課題に直面させたところ，シャ
イな者は異性のサクラに対して援助要請をし
にくいことが明らかとなった。特に，シャイ
な女性は男性サクラへの援助要請を控えてい
た。そして Horsch（２００６）も実験室実験を
行っており，参加者にある求職者の人物評定
の課題を課した。人物評定は，その求職者の
インタビューの吹き込まれた音声テープを聴
くことで行うが，再生機にはトラブルが発生
する仕掛けがあった。トラブルの際に，隣室
の実験助手に助けを要請するかどうかが検討
された。その結果，シャイネスの高い者は低
い者よりも援助を求めず，また援助を求めた
場合でも，援助要請までの時間が多くかかっ
ていた。
これらの研究から，やはりシャイネスが援
助要請を抑制するといえそうだが，シャイネ
・ ・ ・ ・ ・
スの高い者がどのような援助要請を行う（あ
るいは抑制する）のかという質的な側面につ
いての検討は行われていない。単なる援助要
請の量だけでなく質についても検討するため
に，永井（２０１３）は学業的援助要請の分類を
参考に，心理的問題の援助要請を，「援助要
請自立」「援助要請過剰」「援助要請回避」と
いう３つのスタイルを測定する尺度を開発し
た。「援助要請自立」とは，困難を抱えても
自身での問題解決を試み，解決が困難な場合
に援助要請を行うスタイルである。「援助要
請過剰」とは，困難を抱えた際に，十分な自
助努力を行わずに安易に援助要請を行う。
「援助要請回避」とは，困難な問題を抱えて
も一貫して援助要請を回避する。この視点を
導入することで，シャイネスの高い者が，た
だ闇雲に援助要請を回避しているのか，ある
いはギリギリまで自分で解決しようと奮闘し
ているのか，援助要請の特徴を検討すること
ができるだろう。
さらに本研究では，援助要請に伴う援助受
容についても併せて検討する。援助行動は，
援助者と被援助者の間に生起する，援助を要
請する（helpseeking），援助を与える（help
giving），援助を受ける（helpreceiving）と
いう一連の対人行動として捉えることができ
る（相川，１９８９）。援助を必要とする者にとっ
ては，援助要請と援助受容が大きな問題であ
るが，シャイネスの高い者は，援助要請の抑
制に伴い，必要な援助（サポート）を他者か
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ら受ける可能性を減じていると考えられる。
雨宮・松田（２０１５）は，援助要請とソーシャ
ル・サポートとの関連を検討し，ソーシャル・
サポートが援助要請を促進すると考えている
が，援助要請があってその後サポートが発生
するという因果関係もあるだろう。
本研究では，援助要請の対象として友人を
想定し，シャイネスが援助要請およびサポー
ト受容に及ぼす影響について検討する。なお
先行研究（山口・西川，１９９１；永井，２０１７な
ど）により援助要請には性差も確認されてい
ることから，性別の要因もシャイネスと絡め
ながら検討する。
Ⅱ．方 法
調査対象者：大学生１５１名（男性４８名，女性１０３
名）。平均年齢は２０．２８歳（SD＝１．１８）だっ
た。調査は２０１７年９～１０月に実施した。
質問紙の構成：性別・年齢などの基本的属性
の他，以下の尺度に回答させた。
①シャイネス：相川（１９９１）の特性シャイネ
ス尺度１６項目を５段階（１．まったくあて
はまらない～５．よくあてはまる）で回答
させた。
②援助要請：自分が抱えている悩みについて
友人に相談するかについて，永井（２０１３）
の援助要請スタイル尺度１２項目を７段階
（１．まったくあてはまらない～７．よく
あてはまる）で回答させた。この尺度は，
永井（２０１３）の因子分析結果，困難を抱え
ても自身での問題解決を試み，どうしても
解決が困難な場合に援助要請を行うという
「援助要請自立型」，困難を抱えた際に十
分な自助努力を行わずに安易に援助要請を
行う「援助要請過剰型」，困難な問題を抱
えても一貫して援助要請を回避する「援助
要請回避型」の３因子（各４項目）に分け
られる。
③サポート受容：自分がストレスを感じる状
況のときに，友人がどの程度，サポート行
動をとってくれたかについて，福岡（２０１０）
の親しい友人からのソーシャル・サポート
受容８項目を４段階（１．そうでない～４．
非常にそうである）で回答させた。
Ⅲ．結 果
１．シャイネスが援助要請およびサポート受
容に及ぼす影響
援助要請３因子およびサポート受容につい
てシャイネス（高群・低群）×性別（男性・
女性）の２要因分散分析を行った（表１）。
なおシャイネス得点の平均値５０．０８（SD＝
１２．３２）を基に高群と低群に分けた。援助要
請とサポート受容得点は，該当項目の合計得
点を項目数で除した値を用いた。各尺度の α
係数は，シャイネス尺度が．９０，援助要請過
表１ シャイネス×性別の援助要請・サポート受容の平均値・SD・F値
＊ｐ＜．０５ ＊＊ｐ＜．０１ ＊＊＊ｐ＜．００１ 援助要請は７段階尺度，サポート受容は４段階尺度
シャイネス低群 シャイネス高群 シャイネスの
主効果
性別の
主効果
シャイネス×
性別男性 女性 男性 女性
援助要請過剰 ３．４１ ４．０２ ２．７３ ３．９２ １．６３ ８．４６** ０．８９
（１．７６） （１．８１） （１．３６） （１．７８）
援助要請回避 ３．３８ ２．８７ ４．２７ ３．１０ ４．０６* ８．９８** １．４４
（１．８７） （１．３６） （１．５１） （１．５９）
援助要請自立 ４．７８ ４．８５ ５．０２ ５．０２ ０．９０ ０．０３ ０．０３
（１．６７） （１．１２） （１．１３） （１．１１）
サポート受容 ３．０４ ３．２０ ２．３８ ３．１３ ８．３４** １３．０１*** ５．４５*
（０．８４） （０．６８） （０．８２） （０．６２）
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剰尺度が．９５，援助要請回避尺度が．９３，援助
要請自立尺度．８９，サポート受容尺度が．９３で
あった。
分散分析の結果，「援助要請回避」「サポー
ト受容」で，シャイネスの主効果が有意であっ
た（F（１，１４０）＝４．０６，p＜．０５，η p２＝．０３；F
（１，１４０）＝８．３４，p＜．０１，η p２＝．０６）。シャ イ
ネス高群は低群よりも援助要請を回避し，サ
ポート受容が少ないようである。
また，「援助要請過剰」「援助要請回避」
「サポート受容」で性別の主効果が有意であっ
た（F（１，１４０）＝８．４６，p＜．０１，η p２＝．０６；F
（１，１４０）＝８．９８，p＜．０１，η p２＝．０６；F（１，１４０）
＝１３．０１，p＜．００１，η p２＝．０９）。女性は男性よ
りも援助要請が過剰で，要請回避が少ない。
また女性は男性よりもサポート受容が高かっ
た。
そして，「サポート受容」でシャイネス×
性別の交互作用が有意であった（F（１，１４０）＝
５．４５，p＜．０５，η p２＝．０４）。ボンフェローニ法
による多重比較の結果，シャイネスの高い男
性は，他の群に比べサポート受容が低かった
（図１）。
２．性別の各変数間の相関
男女別に，シャイネスと各変数間の関係を
検討するためにピアソンの積率相関係数を算
出した（表２と表３）。
男性はシャイネスが高いほど，援助要請を
回避し（r＝．３２，p＜．０５），サポート受容が
低いと感じやすいようである（r＝．４５，p
＜．０１）。女性はシャイネスと援助要請および
サポート受容との関係は見られなかった。た
だし女性のサポート受容は，援助要請過剰お
よび援助要請自立とは正の相関（r＝．３６，p
＜．００１；r＝．２３，p＜．０５），援助要請回避と
は負の相関（r＝．３６，p＜．００１）が見られた。
表２ 各尺度間の相関（男性）
＊p＜．０５ ＊＊p＜．０１ ＊＊＊p＜．００１
表３ 各尺度間の相関（女性）
＊p＜．０５ ＊＊p＜．０１ ＊＊＊p＜．００１
図１ シャイネスと性別がサポート受容に
及ぼす影響
シャイネス 要請過剰 要請回避 要請自立 サポート受容
シャイネス ．２２ ．３２* ．１０ ．４５**
援助要請過剰 ．５２*** ．０１ ．２７
援助要請回避 ．０４ ．１９
援助要請自立 ．１２
サポート受容
シャイネス 要請過剰 要請回避 要請自立 サポート受容
シャイネス ．０９ ．１２ ．０６ ．１４
援助要請過剰 ．５５*** ．３２ ** ．３６***
援助要請回避 ．０２ ．３６***
援助要請自立 ．２３*
サポート受容
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Ⅳ．考 察
本研究ではシャイネスが援助要請およびサ
ポート受容に及ぼす影響について検討した。
シャイネスの高い者は低い者よりも，援助要
請を回避し，サポート受容が低いことが確認
された。同時に，シャイネスの高い者も低い
者と同様に自立的な援助要請スタイル得点が
高く，最初は自分で試行錯誤し，行き詰まっ
たら援助要請しようとする姿も確認できた。
本研究では援助要請を「悩みを友人に相談す
る」かどうかで捉えていたため，他の援助要
請対象者（例えば，教員や専門の相談員など）
よりも，友人には相談はしやすいと考えたの
かもしれない。ただし，自立型援助要請といっ
ても，相談を決意する閾値はシャイネスの高
い者の方が高い可能性はある。つまり，シャ
・ ・
イネスの高い者は，相当行き詰まらないと相
談に至らないという解釈はできないだろうか。
永井（２０１３）の尺度では，援助に至る閾値の
高さには言及していないため，この解釈が妥
当かどうかを確認する工夫をした研究が，今
後必要だろう。
本研究では，性差についても併せて検討を
行った。女性は男性よりも援助要請が過剰で，
要請回避が少なかった。これは永井（２０１７）
と同様の結果であった。男性と女性の結果の
相違は，友人との間で交わされるコミュニケー
ションの違いが反映されているといえよう。
例えば，自己開示については女性の方が男性
よりも多くなされている（cf．榎本，１９９７；
高木，２００６）ため，シャイな女性でも，友人
には個人的な悩みについてもある程度は打ち
明けていると考えられる。永井（２０１６）は，
サポート受容と援助要請スタイルとの相関を
男女込みで分析しているが，そこでは援助要
請過剰とは正の相関，援助要請回避とは負の
相関が得られていた。今回は性別毎の相関分
析で，女性のみ同様の相関と援助要請自立で
も正の相関が得られた。このことから女性に
おいては，（シャイネスよりも）援助要請ス
タイルがサポート受容を規定する有力な要因
となり得るといえよう。一方，男性の相関の
結果をみると，シャイな男性は悩みを打ち明
けて援助を要請するということができず，結
局，十分なサポートを得ることができないま
ま終わってしまう恐れがある。ただし男性で
は，援助要請回避とサポート受容との間に有
意な負の相関はでておらず，何か別の要因が
関与（媒介）している可能性は否定できない。
今回の研究では，援助要請のプロセスにつ
いては検討していない。援助要請の生起プロ
セスについては，相川（１９８９）や高木（１９９７；
１９９８）のモデルがあるが，シャイネスの高い
者がプロセスのどの段階で援助要請を断念す
るのかについて検討することも興味深い。特
に援助要請の意思決定段階で援助要請にかか
る利得とコストの判断に歪みがあるのか，潜
在的援助者がいないからなのか，いたとして
も援助要請を実行する力（スキル）が欠如し
ているからなのかといった点について検討し
ていく必要が今後あるだろう。
また援助要請については，教育場面や心理
臨床場面など多方面に渡り研究されている。
援助要請の抑制を介して，児童・生徒のシャ
イネスが学業成果に及ぼす影響や，クライア
ントのシャイネスが心理治療に及ぼす影響な
ど，シャイネスと援助要請を絡めた研究の広
がりも期待したい。
〔付記〕
※本研究の実施にあたり小松夏美さんの協力を
得ました。記して感謝いたします。
本研究の一部は，日本グループ・ダイナミッ
クス学会第６５回大会で発表された。
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